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　能登に国分寺建立の詔が出てから、およそ１００年後の

承和１０年（西暦８４３年）にそれまであった大興寺という

寺を格上げして能登国分寺になった。能登国分寺ができる

以前、奈良時代の養老２年（西暦７１８年）に、当時の越前

の国から羽咋、能登、鳳至、珠洲の４郡を分けて、能登国が

立国した。今年は立国してから１３００年という大きな節目

の年にあたる。七尾市をはじめ能登の各市町において、今年

は能登立国１３００年を記念した様々な事業が行われる予

定。七尾市では、目玉事業として、のと里山里海ミュージア

ムが本年の１０月に開館する。

≪能登国分寺跡≫
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2議会だより

3　月
定例会
の概要

平成30年度一般会計　295億7,000万円平成30年度一般会計　295億7,000万円

※予算総額　635億5,639万9千円※予算総額　635億5,639万9千円

（一般会計・特別会計・公営企業会計あわせたもの　対前年比　1億7,107万6千円減　△0.3％）（一般会計・特別会計・公営企業会計あわせたもの　対前年比　1億7,107万6千円減　△0.3％）

（対前年比　10億円　△3.3％）（対前年比　10億円　△3.3％）

平成３０年度当初予算の主な概要平成３０年度当初予算の主な概要

●和倉温泉お祭り会館（仮称）整備事業........7,489万9千円

※和倉温泉お祭り会館（仮称）の基本・実施設計（耐震補強・

展示設計含む）、駐車場用地の取得

●中能登町との連携による観光地域づくり.....5,384万5千円

※事業主体：一般社団法人ななお・なかのとＤＭＯ

※取組内容：観光戦略プランの策定、観光商品の開発、観

光プロモーション活動、インバウンド対応、七尾駅・和

倉温泉駅の観光案内など

●のと里山里海ミュージアムの運営............2,106万6千円

※のと里山里海ミュージアムのオープニングイベントおよ

びシンポジウムの開催など（開館予定：平成30年 10月）

●のと里山里海ミュージアム整備事業 .....4億1,029万4千円

※博物館建築工事及び展示作品など

　（平成30年 10月開館予定、能登歴史公園内）

●ローカルベンチャー推進事業 ...................4,279万2千円

※都市部からの人材獲得・育成や地域資源を活かしたブラ

ンド化、関係機関が連携した事業承継への支援

●企業誘致対策事業 ...............................3億9,702万1千円

※新たな植物工場の進出による公共施設の解体工事など

　（平成32年夏に操業開始予定）

●鳥獣被害対策事業 .....................................1,629万3千円

※イノシシ、ツキノワグマ、カラス等の駆除委託、

　狩猟免許（わな、鉄砲）取得支援、イノシシ捕獲奨励金

など

●地域コミュニティ活動支援事業...................... 3,735万円

※コミュニティセンターを活動の拠点とする地域づくり協

議会への活動支援（15地区）

●地域除雪活動モデル事業 ..........................1,088万2千円

※大型除雪機による地域の除雪支援

　小型中型除雪機購入の助成（地域づくり協議会）

　　　　・1年目：補助率10／ 10（上限 100万円）

　　　　・2年目以降：補助率1／ 2（上限 50万円）

●排水ポンプ車整備事業..............................4,589万5千円

※雨水による浸水対策のための排水ポンプ車購入（1台）

　（排水処理能力：30㎥／分）

●高齢者いきいき入浴補助事業 ...................1,015万7千円

※高齢者の生活意欲の向上及び健康保持を図るため、入浴

施設の入場料を一部助成（70歳以上）

和倉温泉お祭り会館（仮称）

地域づくり協議会で購入した除雪機

★詳しい概要は「七尾ごころ」広報4月号をご覧ください。

　平成30年第1回七尾市議会定例会は、２月27日（火）から３月23日（金）までの25日間の会　平成30年第1回七尾市議会定例会は、２月27日（火）から３月23日（金）までの25日間の会

期で行われました。今定例会において、代表質問および一般質問として１３名の議員が市政一般期で行われました。今定例会において、代表質問および一般質問として１３名の議員が市政一般

について質問を行いました。について質問を行いました。

　議案等については、平成30年度七尾市一般会計予算をはじめとする予算議案や条例案など　議案等については、平成30年度七尾市一般会計予算をはじめとする予算議案や条例案など

議案53件、報告1件が市長より提出され、審査の結果、全ての議案・報告は可決・承認されまし議案53件、報告1件が市長より提出され、審査の結果、全ての議案・報告は可決・承認されまし

た。また、意見書提出による議会議案3件についても可決されました。た。また、意見書提出による議会議案3件についても可決されました。

　なお、最終日には追加議案10件が提出され、全て可決されました。　なお、最終日には追加議案10件が提出され、全て可決されました。



3 議会だより3 議会だより

分担された議案について審査した結果、主に下記内容が議論されました。分担された議案について審査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／中西庸介

◆副委員長／森　憲一

◆委　　員／礒貝和典、久保吉彦、杉木　勉、

　　　　　　杉本忠一

【議案第1号】

平成30年度七尾市一般会計予算

◆地域おこし協力隊活動事業費について

問地域おこし協力隊の配置基準について、どのような基準があるの
か。今は４地区に配置されているが、地区で要望するときは条件とか
あるのか。

答協力してくれる、受け入れてくれるという地域の意思表示がまずは
条件となる。あとは具体的にどのような取り組みをするのかがはっ
きりしていないと募集するのは難しい。

問地域おこし協力隊の実績報告は毎年あがっているのか。

答毎月１回、定期的に報告を受けており、最大３年の任期ということで
3年間報告を受ける。そのなかで、能登島地区に配置されている方
が、満期を迎え、そのまま能登島に
定住するということになった。地域
で創業して住民となる、そして地域
おこしの協力をするといったこと
で、この方が実績として地域に根付
いたことになり、七尾市では初めて
となる。

問これまでは、あまりいい報告がな
く、3年間で何を貢献していったの
か分からないものもあった。１年に
1度はどういった活動をしたのか報
告をしてもらいたい。

答1年間の活動をまとめたものを今
後は報告させてもらう。

　 　

【議案第1号】

平成30年度七尾市一般会計予算

◆海岸漂着物地域対策推進事業費について

問最近、木造の難破船・不審船が日本海に漂着している。県が管理して
いるのが2箇所、七尾市が管理しているのが1箇所となっているが、
それ以外の箇所で不審船が漂着した場合はどうするのか。

答今年度は能登半島の外浦の方で多く不審船の漂着があった。現段
階ではこのような予算措置だが、石川県の方で予算計上とは別に予
算立てて対応しているという事例があるので、そのような事例があ
った場合は、石川県と協議して対応したい。

七尾市役所で防犯講習会を開催した様子

総務企画 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

主な審議内容

委員会付託

・議案20件
分科会分担

・議案３件
・報告１件

【議案第1号】

平成30年度七尾市一般会計予算

◆ごみ処理施設整備事業費について

問新しく建設するごみ処理施設の実施設計のスケジュールはどうなっ
ているのか。

答廃棄物の建物は件数が少ないこともあり、実施設計と工事を一括
して契約する。また20年間分の運営部分も含めた委託について検
討している。基本設計は今後2年間で行い、その基本設計に基づい
て、プラントメーカーにいろいろ提案してもらって設計工事してもら
う予定。

問どのような仕様で、どのような人が評価するのか。

答市である程度の水準を満たすものを仕様にする。その基準を満たし
た企業に、さらに技術提案をしてもらって審査をしていく。落札の評
価については、総合評価落札方式を取り入れて行う予定。廃棄物施
設という特殊な施設ということもあるので、その分野に精通した学
識のある先生を入れて調整をしていく予定である。

　 　

【その他】

◆金沢市役所で起きた傷害事件について

問先日、金沢市役所で大変な傷害事件が起きた。市役所は市民が大い
に利用するところであり、こういう事件が七尾市役所においても起
こらないとも限らないので、七尾市役所としての今後の対応につい
て、どのように考えているのか。

答金沢市役所において、本当に痛ましい事件が起きて驚いている。
どこにでも発生する恐れのある事案だと思う。七尾市役所において
は、庁舎の管理規定を設けており、そのなかで庁舎内での秩序を乱
す場合は退去命令を行うことができるとしており、それにも従わな
い場合は警察への通報ということになっている。これまで、七尾市役
所でも行政への不満等で秩序を乱す場面もあったが、幸い傷害事
件にまでは至っていない。今後はどういうことが起きるか分からな
いので、各部署において、刺股などの護身用道具の設置について調
査をしているところで、必要なところには配備したいと考えている。
職員はもとより、市民が出入りする場所であるので、安全対策につ
いて今後しっかりと対応していく。

地域おこし協力隊の任期を終え
能登島に定住した小山さん
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教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算常教育民生常任委員会に付託を受けた議案および予算常

任委員会教育民生分科会に分担された議案について審任委員会教育民生分科会に分担された議案について審

査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／伊藤厚子

◆副委員長／山添和良

◆委　　員／西川英伸、山崎智之、荒川一義

　　　　　　桂　撤男

教育民生 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

高齢者いきいき入浴補助券で入浴できる
和倉温泉「総湯」

委員会付託

・議案15件
分科会分担

・議案５件

【議案第１号】

平成30年度七尾市一般会計予算

◆生活困窮者自立支援事業費について

問生活困窮者自立支援事業費が昨年比400万円弱の減額であるが、

その要因は何なのか。対象者を何人と見込んでの減額となっている

のか。

答事業として、学習教室として行うものと家庭訪問とがあり、今まで家

庭訪問の実績がないため、来年度は縮小した。時間的には家庭訪問

の100時間を減らした。今年は教室形式で20名ほど支援をした。ま

た、サポートセンターななおの委託料に関して、国庫支出金が入って

おり、国庫補助基準額が人口規模を基準にして交付されるため、一

ランク下がることに伴い、委託料について３３０万円ほど減額となっ

ている。相談員も今年は2.5人分をお願いしていたが、相談件数が減

っているため来年度は２人でお願いする。

　 　

【議案第１号】

平成30年度七尾市一般会計予算

◆教職員多忙化改善推進事業費について

問他の市町では、すでに独自の部活動の指導方針を示しているところ

があるが、七尾市も早急に独自の方針を示すべきだと思うが、どの

ように考えているのか。

答県の教育委員会が示した方針に従いながら、七尾市独自の方針を

示していきたい。３月末に行われる定例教育委員会である程度の方

針が決まる予定である。

問２名分の部活動指導員の予算もついているので、その辺の方針を早

くしなければならない。これは教職員の多忙化の問題ではあるが、

子どもたちを中心に考えてもらいたい。週休２日での部活動であれ

ば、休みの日に地域のスポーツクラブで練習を行うとか、教職員が

休みのときには部活動指導員に指導してもらうとか、子どもたちが

スポーツを続けられるような体制づくりの考えはないのか。

答県の教育委員会から方針が示されたばかりで、方針が出る前に先行

して行っている県内の教育委員会では、再度すり合わせを行って調

整を図っている状況。七尾市教育委員会においては、今年度は２名

の指導員を配置し、どういった形が教職員の働き方改革に寄与でき

るのか調査をしながら、来年度以降しっかりと対応していく。

主な審議内容

【議案第１号】

平成30年度七尾市一般会計予算

◆高齢者いきいき入浴補助事業費について

問この事業を行うのはとてもいいことだが、70歳以上が対象という根

拠は何か。また、200円×12枚綴りの根拠も何か。

答県内で同様の事業を行っているところもあり、参考にしながら定め

た。65歳以上が高齢者であるといった線引きがあるかもしれない

が、実際は65歳の方々はまだまだ元気な方が多いということもあ

り、70歳以上とした。200円の入浴券については、一般的に公衆浴

場の料金が440円であり、概ね約半分として200円にした。

問この入浴券を悪用することも考えられるが、チェック体制はどうなの

か。

答チェックには限界があると感じているが、施設側と打ち合わせしな

がら、不正防止を図っていき、不正がないようなものにしていきた

い。

　 　

【議案第54号】

平成29年度七尾市一般会計補正予算（第１０号）

◆保育士確保対策事業費について

問保育士確保対策事業費の減額について、３０名の予定が７名だった

ということで、事業費が有効に機能しなかったことの理由はどのよ

うに考えているのか。

答30名の予定ではあるが、平成30年3月卒業見込みで15名、平成31

年３月卒業見込みで15名の公募となっていて、そのうち平成31年3

月卒業見込みの15名に対し７名の応募となっており、効果は上がっ

ているものと考える。

問効果が上がっている具体的な根拠は何か。

答市内の高校に出向き、保育士養成の学校に進学している生徒に対し

て、学校の方から制度のお知らせをしている。15名に対して7名で予

算的には少ないが、一定の効果はあったと考えている。

問この制度を利用した保育士は、市内の保育園に勤める義務は課せら

れるのか。

答保育士の資格と取得して、七尾市内の私立保育園に勤務して、５年

間継続して勤務すれば貸付金は免除するということになっている。



5 議会だより

産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算常産業建設常任委員会に付託を受けた議案および予算常

任委員会産業建設分科会に分担された議案について審任委員会産業建設分科会に分担された議案について審

査した結果、主に下記内容が議論されました。査した結果、主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／木下敬夫

◆副委員長／徳田正則

◆委　　員／佐藤喜典、垣内武司、永崎　陽

　　　　　　今田勇雄

産業建設 分科会（予算常任委員会）
常任委員会

観光ボランティアガイドの研修会の様子

主な審議内容

【議案第１号】

平成30年度七尾市一般会計予算

◆能登立国1300年記念事業負担金について

問能登立国1300年記念事業の負担金について、全体予算が2,000万

円のうち県が半分、能登の自治体で残り半分を負担しているが、七

尾市の負担分375万円の根拠は何か。

答負担割合は、能登半島広域観光協会や石川県観光連盟に構成団体

が納める基準で算出したものである。

問能登の4市5町のうち七尾市の比率はどれだけか。

答37.6％で、過去の負担実例によるのであり、現在、能登ふるさと博な

どでもこれに準じて進められている。

　 　

【議案第１号】

平成30年度七尾市一般会計予算

◆地域栽培漁業推進事業費について

問かき殻海中集積場の原状復旧にかかる経費について、土砂混じりの

分別にかかる経費はいくらなのか。また、どのように分別をするの

か。

答平成30年度の経費については2,927万9千円である。分別方法に

ついては、事前に粗洗いをした後に、分別機械による方法を考えて

いる。

問養殖場ということもあり、汚水による汚染が懸念されるが、対策は万

全なのか。

答養殖場であることを考慮して、現在、矢板で囲われている中で収まる

ように考えている。実施にあたっては十分注意して対応していく。

【議案第１号】

平成30年度七尾市一般会計予算

◆七尾市観光ボランティアガイド事業費について

問七尾市観光ボランティアガイド事業で、観光七尾に力を入れていく

には、ボランティアガイドの育成あるいは支援体制をしっかりとすべ

き。七尾市観光ボランティアガイド「はろうななお」は現在、何人が活

動しているのか。市は積極的な活動支援や育成を図るべきであり、

この事業費の82万7千円は適当なのか。

答七尾市観光ボランティアガイド「はろうななお」の活動人員は現在

24名である。今年度は、北陸地区のボランティアガイドの研修があ

り、そういうところに出向いて研修も行った。事業費の内訳として、

約50万円は「はろうななお」の運営事業及び研修費であり、30万円

は城山ガイドにかかる経費である。

問ボランティアガイドの高齢化の問題も指摘されているが、七尾検定

などを通して人材育成を積極的に図っていくことは、これからの七

尾の魅力創出をするための一つの大きな取り組みになる事業なの

で、市はしっかりと議論してほしい。

答引き続き、関係団体と連携をして、ななお・なかのとＤＭＯも立ち上

がっているので、新たな観光誘客に繋がるよう進めていきたい。

　 　

【議案第１号】

平成30年度七尾市一般会計予算

◆市道の除草について

問市道の除草は年何回くらい実施しているのか。また町会から、法面

の防草シートでの被覆の要請があれば対応できるか。

答市道の除草は幹線道路を中心に年に2回程度実施している。防草シ

ートに関しては、シートの隙間から草が生えてくるので初期投資の

費用がかかることから、一度に整備するのは難しい。

問県道などでは、法面をコンクリート舗装している。経費を考えると、

初期投資は掛かるが法面を舗装すると将来的に経費が低く抑えら

れるので、市道にも法面舗装はできないか。

答市道での法面舗装の実績はないが、県道や国道はでは法面舗装を

しており、市道でも検討したい。

委員会付託

・議案10件
分科会分担

・議案４件
・報告１件

能登国分寺跡
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
水
道
の
断
水　
　

■
地
域
除
雪
活
動
支
援

■
総
合
計
画　
　
　

■
働
き
方
改
革　
　
　

■
鳥
獣
対
策

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
広
域
連
携
に
よ
る
観
光
地
域
づ
く
り

■
能
登
和
倉
万
葉
の
里
マ
ラ
ソ
ン

■
国
民
健
康
保
険
と
介
護
保
険
料

 

代
表
質
問
（
未
来
）

今田 勇雄 議員
（灘会）

断水地区で給水活動をする様子断水地区で給水活動をする様子

ななかリサイクルセンターななかリサイクルセンター

議員の 市の

■
記
録
的
な
寒
波
、
例
年
を
超
え
る
大
雪
へ
の
対
応

漏
水
し
た
家
庭
の
負
担
軽
減
を　

図
れ
な
い
の
か
？

　
　
　
　
　

１
月
下
旬
か
ら
２
月
初
旬
に
か
け
て
、
寒
波
で
水
道
管

の
凍
結
や
破
裂
で
漏
水
が
多
発
し
、
２
〜
４
日
間
に
渡
り
市
内
の
一

部
地
域
で
断
水
被
害
が
あ
り
、
水
の
出
な
い
生
活
を
強
い
ら
れ
た
が
、

そ
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た
、
漏
水
し
た
家
庭
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
、
特
別
な
措
置
と
し
て
使
用
料
の
免
除
も
必
要
だ
と
思
う

が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　
　

１
月
24
日
か
ら
氷
点
下
４
度
を
下
回
る
強
い
寒
波
が
あ

り
、
宅
内
の
水
道
管
の
凍
結
に
よ
り
、
管
が
破
損
し
、
寒
気
が
緩
ん

で
か
ら
管
内
の
氷
が
溶
け
、
漏
水
が
始
ま
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
通
常

の
1
・
6
倍
の
水
が
流
れ
、
矢
田
配
水
池
の
水
位
が
低
下
し
、
崎
山

送
水
ポ
ン
プ
場
に
送
る
水
圧
が
低
く
な
り
、
崎
山
送
水
ポ
ン
プ
に
受

水
で
き
ず
、
送
水
ポ
ン
プ
が
自
動
的
に
停
止
し
、
崎
山
配
水
池
へ
の

送
水
が
で
き
な
く
な
り
断
水
と
な
っ
た
。
市
で
把
握
し
て
い
る
漏
水

事
故
は
、
約
１
０
０
０
件
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
宅
内
の
水
道
管
等
の

破
裂
と
玄
関
先
の
消
雪
散
水
が
原
因
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
教
訓
に
、

今
後
は
一
般
家
庭
で
は
露
出
管
、
給
湯
器
の
配
管
な
ど
保
温
材
を
使
っ

た
凍
結
防
止
対
策
、
消
雪
散
水
の
節
水
な
ど
を
し
て
、
管
理
に
当
た
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
漏
水
し
た
家
庭
の
負
担
軽
減
と
し
て
、

想
定
を
超
え
た
出
来
事
で
あ
り
、
今
回
に
限
り
上
下
水
道
料
金
を
減

免
す
る
。
使
用
料
は
、
基
本
的
に
１
・
２
月
分
の
使
用
分
と
な
り
、
申

請
期
限
は
、
９
月
28
日
ま
で
と
し
た
い
。

■
中
小
企
業
振
興
基
本
法
の
制
定
に
つ
い
て

中
小
企
業
の
振
興
を
図
る
条
例
制
定

の
予
定
は
？

　
　
　
　
　

中
小
企
業
の
廃
業
が
続
く
な
か
、
先
般
、
本
市
に
お
い

て
事
業
継
承
を
支
援
す
る
官
民
一
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
が
設
立

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
内
容
が
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
と
し
て
、
本

市
で
も
制
定
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
が
、
す
で
に
県
で
制
定
さ
れ
て
い

る
条
例
「
ふ
る
さ
と
石
川
の
地
場
産
業
を
担
い
地
域
経
済
を
支
え
る

中
小
企
業
の
振
興
に
関
す
る
条
例
」
を
ど
う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

そ
の
条
例
を
受
け
て
、
本
市
で
も
同
じ
よ
う
な
趣
旨
の
条
例
を
制
定

し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
労
使
一
体
と
な
っ
て
基
本
理
念
を
遂
行
で

き
る
内
容
を
条
文
に
明
記
す
る
方
向
性
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　

県
の
条
例
は
、
県
内
広
く
中
小
企
業
の
振
興
の
基
本
理

念
と
そ
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
も
の
で
、
必
要
な
施
策
を
総
合
的

に
推
進
す
る
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
行
政
と
企
業
の
役
割
分
担
も
明

確
に
し
て
い
る
。
県
の
条
例
に
は
、
市
が
行
政
と
し
て
行
う
全
項
目

に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
る
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

基
本
的
に
は
、
市
の
条
例
を
待
た
な
く
て
も
、
国
・
県
の
法
律
や
条

例
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
推
進
・
実
施
し
て
い
る
施
策
を
労
使
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る
。
市
で
条
例
を

整
備
し
な
く
て
も
、
我
々
が
行
っ
て
い
る
仕
事
を
優
先
し
て
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
中
小
企
業
の
振
興
が
図
ら
れ
て
い
る
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
今
の
段
階
で
は
条
例
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
な

い
。

■
新
ご
み
焼
却
処
理
場
建
設

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
の
今
後
の

流
れ
は
？

　
　
　
　
　

新
ご
み
焼
却
炉
の
建
設
で
、
①
発
注
支
援
事
業
者
に
対

し
、
発
注
す
る
市
の
チ
ェ
ッ
ク
能
力
も
必
要
と
な
り
、
専
門
的
知
識

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
対
応
は
ど
う
な
の
か
。
②
建
設
費
に
伴
う
財

源
は
ど
う
な
の
か
。
③
地
元
町
会
と
の
安
全
協
定
の
手
順
に
つ
い
て
、

ど
う
な
の
か
。
④
隣
接
地
の
町
会
に
対
す
る
説
明
や
安
全
協
定
書
の

締
結
に
つ
い
て
は
、
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
工
事
発
注
支
援
事
業
は
、
国
の
手
引
き
に

基
づ
き
、
計
画
段
階
か
ら
過
去
の
実
績
や
廃
棄
物
部
門
の
技
術
士
が

い
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
発
注
事
務
を
支
援
し
て
も
ら
う
も
の
で
、

こ
の
こ
と
で
職
員
も
十
分
に
対
応
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
②
特
定

財
源
と
し
て
、
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費
交
付
金
国
庫
補

助
を
充
当
し
、
交
付
率
は
事
業
費
の
最
大
２
分
の
１
で
あ
る
。
起
債

に
つ
い
て
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業
債
を
充
当
し
、
起
債
充
当
率

は
補
助
対
象
経
費
の
90
％
、
交
付
税
参
入
率
は
50
％
を
見
込
ん
で
い

る
。
③
新
施
設
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
協
定
内
容
や
焼
却
施
設
で
石

川
北
部
Ｒ
Ｄ
Ｆ
セ
ン
タ
ー
の
協
定
内
容
等
を
踏
ま
え
、
関
係
町
会
と

協
議
し
、
平
成
34
年
ま
で
に
協
定
を
締
結
す
る
。
④
杉
森
町
会
は
も

と
よ
り
、
説
明
を
求
め
る
地
元
町
会
に
は
、
施
設
に
つ
い
て
安
全
対

策
も
含
め
て
説
明
を
し
て
い
く
。
生
活
環
境
保
全
協
定
に
つ
い
て
は
、

旧
広
域
圏
時
代
に
協
議
決
定
さ
れ
た
施
設
整
備
に
お
け
る
吉
田
町
と

三
引
町
と
締
結
予
定
で
あ
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
七
尾
駅
前
広
場

■
教
職
員
多
忙
化
改
善

今
田
議
員

不
嶋
市
長

不
嶋
市
長

福
島
市
民
生
活
部
長

永
崎
議
員

山
添
議
員

 

代
表
質
問
（
灘
会
）

 

代
表
質
問
（
新
政
会
）

永崎　陽 議員
（新政会）

山添 和良 議員
（未来）

七尾事業承継オーケストラ発足式七尾事業承継オーケストラ発足式
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
今
冬
の
雪
災
害　

■
公
民
館
廃
止
後
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
組
織

■
七
尾
市
国
際
交
流
協
会

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
個
人
番
号
カ
ー
ド　

■
公
会
計
制
度

■
大
雪
対
応
、
水
道
管
破
損
対
応

■
能
登
立
国
１
３
０
０
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

能
登
立
国
１
３
０
０
年
を
盛
り
上
げ
よ
！

　
　
　
　

能
登
立
国
１
３
０
０
年
記
念
事
業
と
し
て
、
①
県
が
作
成

す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
か
。
②
七
尾
市
の
記

念
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
。
③
七
尾
城
跡
の
航
空
レ
ー

ザ
ー
測
量
調
査
の
結
果
と
今
後
の
利
活
用
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

④
能
登
立
国
１
３
０
０
年
記
念
実
行
委
員
会
の
設
置
は
考
え
て
い
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

①
県
と
能
登
４
市
５
町
の
観
光
商
工
団
体
が
連
携

し
て
、
能
登
立
国
１
３
０
０
年
記
念
と
し
て
能
登
の
魅
力
を
満
載
し

た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。
世
界
農
業
遺
産
の
能
登

の
里
山
里
海
の
豊
か
な
自
然
、
温
泉
や
伝
統
工
芸
、
祭
り
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
な
ど
、
能
登
の
魅
力
を
紹
介
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
Ｇ
Ｗ
前

に
全
国
発
売
の
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

②
ま
ず
、
の
と
里
山
里
海
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
オ
ー

プ
ン
が
記
念
事
業
と
な
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
盛
り
込
ん
で
い
く
。

能
登
立
国
１
３
０
０
年
の
目
玉
は
、
６
６
０
年
に
蝦
夷
討
伐
で
戦
死

し
た
能
登
臣
馬
身
龍
で
あ
り
、
そ
の
部
分
も
開
館
に
併
せ
て
盛
り
込

ん
で
い
き
た
い
。
③
七
尾
城
跡
の
測
量
の
結
果
は
、
昨
年
の
市
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
披
露
し
、
そ
の
測
量
の
成
果
を
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
開

館
に
併
せ
て
２
メ
ー
ト
ル
四
方
の
立
体
模
型
を
作
製
し
、
七
尾
城
の

全
体
像
を
紹
介
し
て
い
く
。
④
能
登
の
市
町
関
係
者
が
連
携
し
、
様
々

な
記
念
事
業
を
展
開
す
る
予
定
で
、
七
尾
市
と
し
て
実
行
委
員
会
は

設
置
し
な
い
。

■
第
2
次
総
合
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

若
者
を
的
に
し
た
施
策
を
！

　
　
　
　
　

現
在
、
第
２
次
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
昨
年
か
ら

本
格
的
な
動
き
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
現
時
点
で
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
七
尾
市
出
身
者
が
大
学
に
進
学
し
て
卒
業

さ
れ
た
方
々
の
Ｕ
タ
ー
ン
が
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
人
口

流
出
の
大
き
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
行
政
と
し
て
今
後

の
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
に
総
合
計
画
審
議
会
に
お
い
て
３
回
審
議
い
た

だ
い
て
い
る
。
審
議
会
に
は
、
住
民
生
活
、
産
業
建
設
、
教
育
文
化
の

部
会
を
設
け
て
、
計
画
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
意

見
を
踏
ま
え
て
、
計
画
案
の
修
正
に
取
り
掛
か
り
、
今
後
審
議
会
で
計

画
の
修
正
案
を
改
め
て
審
議
い
た
だ
き
、
平
成
30
年
夏
ご
ろ
に
は
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
11
月
に
は
市
長
へ
答
申
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
を
も
と
に
基
本
構
想
案
を
議
会
に
諮
っ
て
議
決
を
い
た
だ
く
段
取

り
で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
減
少
の
中
で
若
者
の
流
出
を
抑
制
し
、Ｕ
タ
ー

ン
を
図
る
対
策
も
大
変
重
要
で
あ
る
。
平
成
27
年
に
第
１
次
総
合
計
画

を
策
定
し
、
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
働
く
場
の
確
保
、
教
育
環
境
の
充

実
、
移
住
・
定
住
策
の
充
実
な
ど
を
掲
げ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
取
り
組

ん
で
お
り
、
第
２
次
総
合
計
画
に
お
い
て
も
引
き
続
き
取
り
組
み
、
こ

う
し
た
戦
略
の
中
身
、
施
策
を
し
っ
か
り
位
置
付
け
た
計
画
に
し
て
い

き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
財
政
状
況　
　
　
　
　

■
受
動
喫
煙

■
庁
舎
の
防
災
訓
練　
　

■
施
設
と
土
地

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

七尾港七尾港

■
七
尾
港
の
問
題

七
尾
市
の
繁
栄
は
七
尾
港
が
も
た

ら
す
！

　
　
　
　
　

金
沢
港
建
設
の
際
、
県
政
の
重
要
な
課
題
と
し
て
県
内

の
物
流
港
で
あ
る
七
尾
港
と
金
沢
港
の
両
立
さ
せ
て
い
く
こ
と
だ
っ

た
が
、
七
尾
港
は
開
港
１
０
０
年
以
上
の
重
要
港
湾
と
し
て
ど
う
な

の
か
。
今
後
活
力
を
取
り
戻
す
努
力
と
し
て
次
の
施
策
に
何
を
実
施

す
る
の
か
。
七
尾
港
の
繁
栄
は
、
単
に
当
市
だ
け
で
は
な
く
、
能
登

全
域
に
与
え
る
重
要
な
課
題
で
も
あ
り
、
金
沢
港
と
両
立
さ
れ
た
港

の
姿
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　

金
沢
港
は
、
国
際
海
上
コ
ン
テ
ナ
と
外
航
ク
ル
ー
ズ
の

２
つ
の
機
能
が
認
め
ら
れ
、
日
本
海
側
拠
点
港
に
選
定
さ
れ
た
。
一
方
、

七
尾
港
は
選
定
に
漏
れ
、
次
点
と
し
て
原
木
の
拠
点
化
形
成
促
進
港

に
選
定
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
官
民
挙
げ
て
原
木
の
ト
ラ

イ
ア
ル
輸
送
や
木
材
等
の
ポ
ー
ト
セ
ー
ル
ス
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
が
、
残
念
な
が
ら
事
業
化
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
今
後
も
市
の
役
割
と
し
て
は
、
港
湾
機
能
を
し
っ
か

り
と
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
て
お
り
、
現
在
進
め
て

い
る
大
田
地
区
の
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
水
深
13
メ
ー
ト
ル
の
整
備
、

あ
る
い
は
矢
田
新
地
区
の
緑
地
の
整
備
に
つ
い
て
、
国
や
県
に
対
し

て
、
し
っ
か
り
と
要
望
を
続
け
て
港
湾
機
能
の
拡
充
に
努
め
て
い
く
。

そ
の
た
め
に
も
、
利
活
用
を
基
本
的
に
は
、
民
主
導
で
お
願
い
し
た

と
思
っ
て
お
り
、
行
政
も
民
間
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

第１次総合計画の冊子第１次総合計画の冊子

　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

建設中ののと里山里海ミュージアム建設中ののと里山里海ミュージアム

不
嶋
市
長

前
田
産
業
部
長

浦
辺
教
育
部
長

桂
議
員

山
崎
議
員

杉本 忠一 議員
（無会派）

山崎 智之 議員
（灘会）
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杉
本
議
員

桂　撤男 議員
（灘会）

不
嶋
市
長

七尾市議会だより 検索
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
原
子
力
災
害
避
難
経
路

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
イ
ノ
シ
シ
被
害

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
七
尾
線　
　

■
能
登
病
院
に
お
け
る
労
働
環
境

■
障
害
者
通
所
で
の
食
事　
　

■
高
齢
者
支
援
対
策

■
国
民
健
康
保
険
制
度

議員の 市の

■
農
業
振
興
に
つ
い
て

新
規
就
農
者
の
支
援
体
制
の
充
実
を
！

　
　
　
　
　

市
で
は
、
担
い
手
育
成
と
し
て
給
付
金
支
給
に
よ
る
新

規
就
農
者
、
青
年
就
農
の
促
進
や
法
人
組
織
の
設
立
支
援
、
ま
た
大

型
圃
場
整
備
に
よ
る
農
作
業
の
省
力
化
の
推
進
や
機
械
設
備
の
購
入

支
援
も
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
対
効
果
は
ど
う
か
。
そ

し
て
、
農
業
青
年
グ
ル
ー
プ
が
増
え
農
業
所
得
を
上
げ
る
た
め
に
ブ

ラ
ン
ド
化
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、
数
字
が
思
う
よ
う
に
上
が
ら
な

い
。
当
初
予
算
で
も
新
規
就
農
者
に
対
し
て
の
支
援
が
あ
る
が
、
５

年
間
で
経
営
が
安
定
す
る
と
思
う
の
か
。
し
っ
か
り
確
立
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

大
型
圃
場
整
備
や
大
型
農
業
機
械
の
導
入
支
援
に
つ
い

て
は
、
国
や
県
に
お
い
て
整
備
効
果
な
ど
し
っ
か
り
と
費
用
対
効
果

を
見
極
め
た
う
え
で
事
業
採
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
事
業
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
農
業
生
産
物
の
増
産
、
営
農
コ
ス

ト
の
削
減
な
ど
に
繋
が
っ
て
い
く
と
思
う
の
で
、
今
後
も
持
続
可
能

な
農
業
経
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、
優
良
農
地
を
し
っ
か
り
と
守
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
新
規
就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
就
農
後

の
５
年
間
で
資
金
確
保
や
農
地
確
保
な
ど
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る

支
援
体
制
を
整
え
て
い
る
が
、
新
規
就
農
で
定
着
す
る
に
は
長
い
ス

パ
ン
が
必
要
。
５
年
に
か
か
わ
ら
ず
引
き
続
き
研
修
や
意
見
交
換
、

関
係
各
位
と
連
携
し
て
就
農
者
の
相
談
に
応
じ
て
経
営
の
安
定
、
定

着
に
努
め
て
い
く
。

■
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て

子
ど
も
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
を
！

　
　
　
　
　

新
年
度
か
ら
子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
の
対
象
が
高
校

卒
業
ま
で
拡
充
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
自
己
負
担
も
廃
止
と
な
り
、

子
ど
も
を
抱
え
る
保
護
者
に
は
嬉
し
い
制
度
の
拡
充
で
あ
る
。
し
か

し
、
無
料
化
と
い
っ
て
も
全
国
、
県
内
を
み
て
も
七
尾
市
と
は
大
き

く
違
う
が
、
そ
の
違
い
は
何
か
。
ま
た
、
県
内
で
無
料
化
を
し
て
い

な
い
自
治
体
は
ど
こ
か
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
窓
口
無
料
化
に
し
な

い
の
は
、
子
育
て
世
帯
が
必
要
以
上
に
受
診
す
る
こ
と
で
医
療
費
が

高
騰
す
る
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
て
い
る
。
夜
間
で
も
安
心
し
て
子
育

て
出
来
る
制
度
が
窓
口
無
料
化
で
あ
る
。
窓
口
無
料
化
に
踏
み
出
す

決
断
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
、
制
度
内
容
の
違

い
は
助
成
金
の
給
付
方
法
で
あ
る
。
七
尾
市
は
、
償
還
払
い
方
式
で
、

こ
の
方
式
で
助
成
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
七
尾
市
と
志
賀
町
で
あ
る
。

新
年
度
か
ら
対
象
年
齢
を
18
歳
ま
で
拡
大
し
、
自
己
負
担
を
廃
止
す

る
こ
と
で
、
子
ど
も
医
療
費
の
無
料
化
は
完
了
し
、
保
護
者
の
経
済

的
な
負
担
は
な
く
な
る
と
考
え
る
。
保
護
者
に
は
医
療
機
関
等
で
い
っ

た
ん
自
己
負
担
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
子
ど
も
の
健
康
に
つ
い

て
改
め
て
気
を
配
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
た
め
、
今
の
と
こ
ろ

窓
口
無
料
化
は
考
え
て
い
な
い
。

礒貝 和典 議員
（無会派）

七尾港七尾港

■
七
尾
港
の
整
備
に
つ
い
て

七
尾
港
の
設
備
強
化
を
！

　
　
　
　

重
要
港
湾
で
あ
る
七
尾
港
の
整
備
に
つ
い
て
、
大
田
の
３

号
岸
壁
は
水
深
13
ｍ
岸
壁
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
と
こ
ろ
は
未
だ
に

11
ｍ
の
ま
ま
で
あ
る
。
七
尾
港
を
利
用
す
る
船
会
社
は
物
流
の
効
率

化
を
進
め
る
こ
と
は
至
上
命
題
で
あ
っ
て
、
船
舶
を
大
型
化
し
て
い

る
。
七
尾
港
に
入
港
す
る
船
舶
は
石
炭
船
も
含
め
て
多
く
な
っ
て
い

る
が
、
外
材
は
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
き
て
い
る
。
金
沢
港
は
今
、
設
備

強
化
を
目
指
し
て
お
り
、
七
尾
港
に
お
い
て
も
国
、
県
に
対
し
強
化

を
お
願
い
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

七
尾
港
の
施
設
整
備
だ
が
、
国
に
お
い
て
大
田
地
区
の

国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
が
進
ん
で
お
り
、
県
に
お
い
て
も
矢

田
新
地
区
で
緑
地
の
整
備
が
今
始
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
毎

年
毎
年
、
国
や
県
に
対
し
て
経
済
界
の
方
々
と
と
も
に
七
尾
港
整
備

促
進
に
係
る
提
言
要
望
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
し
っ
か
り
と
港
湾

機
能
の
強
化
に
向
け
て
早
期
完
成
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。
利
活

用
面
で
は
、
原
木
の
ト
ラ
イ
ア
ル
輸
送
や
経
済
界
、
県
、
市
が
一
体

と
な
っ
た
木
材
等
の
高
等
セ
ー
ル
ス
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
事

業
化
の
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
で
あ
る
。
今
後
は
引
き
続
き
、
七

尾
港
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、
経
済
界
を
中
心
に
な
っ
て
、
し
っ
か

り
と
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
し
、
官
民
一
体
で
七
尾
港
の
売

り
込
み
に
は
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

市内の圃場整備市内の圃場整備
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一
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問

森
議
員

久
保
議
員

礒
貝
議
員

森　憲一 議員
（未来）

久保 吉彦 議員
（灘会）

津
田
健
康
福
祉
部
長

不
嶋
市
長

不
嶋
市
長



9 議会だより

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
朝
日
小
学
校
通
学
路
の
安
全
対
策

■
七
尾
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム

■
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
七
尾
市
の
定
住
促
進
住
宅

　七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

■
福
祉
入
浴
施
設
の
廃
止
に
よ
る
利
用
者
へ
の
負
担
軽
減

入
浴
施
設
を
利
用
し
や
す
い
体
制

強
化
を
！

　
　
　
　
　

サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
と
中
島
の
「
す
こ
や
か
」
に
あ
っ

た
福
祉
入
浴
施
設
が
老
朽
化
に
伴
い
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

施
設
で
は
入
浴
以
外
に
体
操
教
室
や
手
芸
教
室
な
ど
、
入
浴
で
心
身

の
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
予
防
の
取
り
組
み
な
ど

が
で
き
る
楽
し
い
交
流
の
場
で
あ
っ
た
。
今
回
、
高
齢
者
の
方
に
12

枚
綴
り
の
入
浴
券
を
補
助
し
、
市
内
の
入
浴
施
設
に
足
を
運
び
や
す

く
す
る
施
策
が
示
さ
れ
た
が
、
交
流
の
輪
を
継
続
で
き
る
対
策
と
、

各
地
域
の
周
遊
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
な
ど
を
し
て
周
辺
の
入
浴
施
設

を
利
用
し
や
す
い
体
制
強
化
を
お
願
い
し
た
い
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
ン
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ
と
中
島
の
「
す
こ
や
か
」

に
限
ら
ず
、
広
く
交
流
の
場
が
確
保
さ
れ
る
の
は
自
立
支
援
や
介
護

予
防
に
繋
が
る
。
市
で
は
介
護
予
防
グ
ル
ー
プ
デ
イ
な
ど
の
支
援
の

ほ
か
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
も
行
っ
て
い
る
寄
り
合
い
の
場
で
自
主

的
な
通
い
の
場
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ス
ル
ー
ト
に
つ

い
て
、
中
島
地
区
で
は
４
月
か
ら
「
す
こ
や
か
」
か
ら
「
い
や
し
の
湯
」

の
区
間
に
直
行
便
を
１
日
１
便
増
便
す
る
予
定
で
あ
る
。
田
鶴
浜
地

区
と
能
登
島
地
区
は
、
地
区
内
を
走
行
す
る
バ
ス
で
入
浴
施
設
を
発

着
す
る
便
が
あ
り
、
七
尾
地
区
は
「
ま
り
ん
号
」
や
路
線
バ
ス
で
最

寄
り
の
入
浴
施
設
の
利
用
を
お
願
い
し
た
い
。

■
消
防
体
制
の
見
直
し
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て

消
防
体
制
の
見
直
し
た
成
果
は
！

　
　
　
　
　

昨
年
４
月
か
ら
和
倉
消
防
署
を
設
置
し
、
新
た
に
１
台

救
急
車
を
増
車
配
備
し
、
七
尾
鹿
島
全
体
で
６
台
の
救
急
車
が
配
備

さ
れ
た
が
、
救
急
車
の
配
備
先
の
救
急
出
動
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
３
消
防
署
体
制
と
な
っ
て
、
前
年
と
比
べ
て
対
応
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　

和
倉
消
防
署
の
救
急
出
動
件
数
は
、
１
月
末
で

５
３
９
件
。
全
体
の
出
動
件
数
は
、
昨
年
と
比
較
し
て
２
２
０
件
増

の
２
６
２
６
件
で
、
そ
の
う
ち
和
倉
救
急
が
全
体
の
20
・
５
％
を
占

め
て
い
る
。
和
倉
救
急
が
増
え
た
こ
と
で
、
各
救
急
隊
の
出
動
率
は
、

七
尾
で
16
・
９
％
、
灘
浦
で
37
％
、
中
島
で
15
・
１
％
、
能
登
島
で

32
・
２
％
の
減
と
な
っ
た
。
同
じ
地
域
で
出
動
が
重
な
っ
た
場
合
、

以
前
は
遠
方
の
救
急
隊
で
カ
バ
ー
し
て
い
た
が
、
今
は
よ
り
近
い
救

急
隊
で
カ
バ
ー
で
き
、
現
場
到
着
時
間
を
大
幅
に
短
縮
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
救
急
車
の
到
着
時
間
は
全
体
的
に
約
２
分
半
短
縮
さ
れ
、

特
に
和
倉
温
泉
や
田
鶴
浜
地
区
へ
は
、
今
ま
で
10
分
か
か
っ
て
い
た

の
が
今
は
５
分
で
到
着
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
大
き
な
効
果
を
得
て

い
る
。
ま
た
、
３
消
防
署
体
制
に
よ
り
和
倉
消
防
署
か
ら
２
隊
同
時

出
動
も
可
能
と
な
り
、
早
期
か
ら
多
く
の
消
防
車
を
災
害
現
場
へ
投

入
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
和
倉
消
防
署
に
は
、
化
学
車
を
中

心
と
し
た
特
殊
災
害
の
専
門
部
隊
を
編
制
す
る
こ
と
が
で
き
、
総
合

的
に
大
き
な
効
果
が
得
ら
れ
た
。

杉木　勉 議員
（灘会）

木下 敬夫 議員
（無会派）

能越道七尾インター能越道七尾インター

■
観
光
振
興
策
に
つ
い
て

能
越
道
未
着
工
区
間
の
早
期
完
成
を
！

　
　
　
　
　

七
尾
市
の
就
業
者
数
の
約
７
割
を
占
め
る
の
が
第
３
次

産
業
で
あ
り
、
そ
の
大
き
な
柱
で
あ
る
観
光
政
策
は
、
地
域
経
済
に

と
っ
て
欠
か
す
こ
と
が
出
来
な
い
大
切
な
政
策
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で

に
様
々
な
要
因
で
七
尾
市
に
訪
れ
る
観
光
客
が
減
少
し
、
そ
れ
に
立

ち
向
か
う
た
め
の
政
策
を
打
ち
続
け
て
い
る
が
、
観
光
入
り
込
み
客

数
が
減
少
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
観
光
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
欠
か

す
こ
と
が
出
来
な
い
要
素
で
あ
り
、
能
越
自
動
車
道
七
尾
イ
ン
タ
ー

か
ら
の
未
着
工
区
間
の
少
し
で
も
早
い
開
通
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の

見
込
み
は
ど
う
な
の
か
。

　
　
　
　
　

七
尾
イ
ン
タ
ー
か
ら
３
・
４
㎞
に
つ
い
て
、
地
元
へ
の
説

明
会
は
終
わ
っ
て
お
り
、
今
年
の
２
月
に
は
計
画
路
線
の
中
心
を
示

す
杭
を
打
つ
と
き
に
私
も
立
ち
会
っ
た
。
一
歩
ず
つ
着
実
に
事
業
が

進
捗
し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
る
。
今
後
、
国
お
い
て
、
用
地
取
得

が
進
み
、
七
尾
市
と
し
て
も
用
地
取
得
の
際
に
は
し
っ
か
り
と
全
面

的
に
協
力
し
て
い
き
た
い
。
１
日
も
早
い
開
通
に
向
け
て
、
必
要
な

予
算
を
国
に
お
い
て
確
保
す
る
よ
う
に
毎
年
や
っ
て
い
る
が
、
議
会
、

経
済
界
、
関
係
団
体
が
一
丸
と
な
っ
て
、
国
に
対
し
て
し
っ
か
り
と

お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
協
力
を

お
願
い
す
る
。

中島健康老人福祉センターすこやか中島健康老人福祉センターすこやか

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
七
尾
市
財
政
の
健
全
性

■
中
心
市
街
地
活
性
化
の
推
進　

■
断
水
災
害
に
備
え
る
対
策

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

 

一
般
質
問

伊
藤
議
員

杉
木
議
員

木
下
議
員

不
嶋
市
長

伊藤 厚子 議員
（無会派）

長
門
消
防
長

津
田
健
康
福
祉
部
長

和倉消防署の車両和倉消防署の車両

七尾市議会だより 検索
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【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

■
災
害
に
対
す
る
水
道
管　
　

■
老
朽
管
対
応

■
イ
ノ
シ
シ
被
害　
　
　
　
　

■
通
学
路

議員の 市の

徳田地区コミュニティセンター徳田地区コミュニティセンター

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

耐
震
化
を
！

　
　
　
　
　

各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
自
然
災
害
時
に
は
第
１

次
避
難
場
所
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
ま
た
災
害
の
種
類
を

問
わ
ず
、
地
域
住
民
が
避
難
し
て
く
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
市
内

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
耐
震
化
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
避
難
時
に
は
老
人
も
多
く
、
ト
イ
レ
を
洋
式
化

に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
22
館
あ
る
な
か
で
、
耐
震

化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
が
、
徳
田
地
区
と
中
島
地
区
の
釶
打
分
館

で
あ
る
。
徳
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
の
行
っ
た
耐
震
性
能
調
査
に
よ
る
と
、
全
部
で
は
な
い
が
一

部
が
耐
震
化
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
耐
震
化
が
必
要
と
な

る
。
今
後
改
修
内
容
を
し
っ
か
り
と
地
域
の
皆
さ
ん
と
相
談
し
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
。
釶
打
分
館
に
つ
い
て
は
、
地
元
と
協
議
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ト
イ
レ
の
様
式
化
に
つ
い
て
は
、
活
動

拠
点
と
し
て
い
る
地
域
づ
く
り
協
議
会
と
し
っ
か
り
協
議
を
し
な
が

ら
、
前
向
き
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 

一
般
質
問

徳
田
議
員

徳田 正則 議員
（新政会）

不
嶋
市
長

予算常任委員会の総括質疑された内容について、

主に下記内容が議論されました。

◆委　員　長／永崎　陽　／　垣内武司

◆委　　員／荒川議長を除く全議員予算常任委員会

平成30年度七尾市一般会計予算
◆生活保護制度について

問当初予算で生活保護費を利用している扶助費について、受給者の減少が

予想されているが、その根拠は何か。

答平成29年3月末時点で、保護を受けているのが142世帯150人、平成

30年1月時点では131世帯140人と減少している。生活扶助、住宅扶

助、医療扶助とそれぞれの扶助費から積算している。その中の、生活扶

助費で平成28年度末128人のところ、平成30年1月末では110人と

減少している。この実績から平成30年度は112人延べ1,344人を見込

んだ。その他の扶助費についても、昨年度の予算よりも減少している状

況。

　 　

平成30年度七尾市一般会計予算
◆就学支援制度について

問就学援助制度の周知につ

いて、どのように行ってい

るのか。

答4月下旬に学校から保護者

に対して制度の関係書類

を配布している。新入学準

備費については、10月から

11月にかけて就学時健康

診断の結果と併せて制度

の関係書類を配布してい

る。その他、市外からの転

入手続きについても、教育委員会の窓口において、制度のお知らせをし

ており、市のホームページでもお知らせしている。

問就学支援制度の1人当たりの支給額が57,474円で、県内で17番目に低

いが、その要因は何か。

答七尾市の基準額が国の基準額より低いことが要因である。平成30年度

の当初予算からは、就学援助の支給単価を国の単価に合わせ、87,228

円とした。

平成30年度七尾市一般会計予算
◆三世代家族住宅リフォーム奨励事業費について

問三世代家族が同居及び結婚を機に親と同居する世帯の住宅改修に対す

る助成で、100万円以上の増改築改修をした場合に1件につき50万円

を助成するものであるが、これまでに助成を受けたものは何件あるの

か。

答今年度は3件分が完了し奨励金を交付している。現在は2件分が施工中

であり、今年度中に助成するかどうか、完成の状況を見極めて対応した

い。

問三世代家族の同居というのは、最近では少なくなっているが、この制度の

周知をどのようにしているのか。

答市の広報やホームページに掲載している。また、町会連合会の集まりのな

かで、制度の説明をした。その他、住宅メーカー、住宅関連会社、建築士会

にも情報提供をして、制度の活用を行っているところ。

　 　

平成30年度七尾市一般会計予算
◆6次産業化推進事業費について

問今年度は支援する予定は何件か。事業費を超える申し込みがあった場合

は増額する予定はあるのか。

答平成24年度からこの制度を設けており、平成30年度には2件の採択を

予定している。事業費を超える申し込みがあった場合は、審査した結果、

良い案件であれば予算増額して対応する。

問これまでにどれだけの申請があって利用したのか。

答平成24年度から開始したこの制度で19件が採択され、農業や漁業に関

するものなど地元のものを活用した６次産業化の取り組みが行われてい

る。今後もＰＲをしっかりとして、石川県産業創出機構やのと七尾６次産

業化支援機構などと連携して、６次産業化に取り組む事業者の掘り起こ

しや支援を行っていきたい。

委員会付託

・議案10件　・報告１件（議決不要）

主な審議内容

通学する児童たち
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議案番号 議　　　案　　　名 採決結果

議案
第1号

平成３０年度七尾市一般会計予算 可決

議案
第2号

平成３０年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計予算 可決

議案
第3号

平成３０年度七尾市国民健康保険特別会計予算 可決

議案
第4号

平成３０年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計予算 可決

議案
第5号

平成３０年度七尾市介護保険特別会計予算 可決

議案
第6号

平成３０年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計予算 可決

議案
第7号

平成３０年度七尾市西岸財産区特別会計予算 可決

議案
第8号

平成３０年度七尾市水道事業会計予算 可決

議案第
9号

平成３０年度七尾市下水道事業会計予算 可決

議案
第10号

平成３０年度七尾市病院事業会計予算 可決

議案
第11号

七尾市部設置条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第12号

七尾市情報公開条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第13号

七尾市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第14号

七尾市長の選挙における選挙運動用ビラの作成の公営に関す
る条例の一部を改正する条例について

可決

議案
第15号

公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正
する条例について

可決

議案
第16号

七尾市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第17号

七尾市手数料条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第18号

七尾市基金設置条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第19号

七尾市のと里山里海ミュージアム条例について 可決

議案
第20号

七尾市体育施設条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第21号

七尾市中島健康福祉センター条例の一部を改正する条例に
ついて

可決

議案
第22号

七尾市放課後児童クラブ設置条例の一部を改正する条例に
ついて

可決

議案
第23号

七尾市子ども医療費給付条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第24号

七尾市ひとり親家庭等医療費給付に関する条例の一部を改正
する条例について

可決

議案
第25号

七尾市国民健康保険条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第26号

七尾市介護保険条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第27号

七尾市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指
定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の
方法に関する基準条例の一部を改正する条例について

可決

議案
第28号

七尾市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営
に関する基準条例の一部を改正する条例について

可決

議案
第29号

七尾市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備
及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護
予防のための効果的な支援の方法に関する基準条例の一部
を改正する条例について

可決

議案
第30号

七尾市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準等を定める条例について

可決

議案
第31号

七尾市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
について

可決

議案
第32号

七尾市農村多目的集会施設条例の一部を改正する条例につ
いて

可決

議案
第33号

七尾市農村公園条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第34号

七尾市企業立地の促進等による地域における産業集積の形成
及び活性化のための固定資産税の課税の特例に関する条例
の一部を改正する条例について

可決

議案
第35号

七尾市観光公園条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第36号

七尾市建築基準条例の一部を改正する条例について 可決

議案
第37号

七尾市及び中能登町の広域行政の推進に関する規約の一部
改正に関する協議について

可決

議案番号 議　　　案　　　名 採決結果

議案
第38号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 可決

議案
第39号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 可決

議案
第40号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 可決

議案
第41号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 可決

議案
第42号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の策定について 可決

議案
第43号

辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について 可決

議案
第44号

七尾市過疎地域自立促進計画の変更について 可決

議案
第45号

新たに生じた土地の確認について 可決

議案
第46号

新たに生じた土地の確認について 可決

議案
第47号

町及び字の区域の変更について 可決

議案
第48号

町及び字の区域の変更について 可決

議案
第49号

七尾市文化ホール等の指定管理者の指定について 可決

議案
第50号

工事請負契約の締結について 可決

議案
第51号

財産の無償譲渡について 可決

議案
第52号

市道路線の廃止について 可決

議案
第53号

市道路線の認定について 可決

議案
第54号

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第１０号） 可決

議案
第55号

平成２９年度七尾市ケーブルテレビ事業特別会計補正予算
（第３号）

可決

議案
第56号

平成２９年度七尾市国民健康保険特別会計補正予算（第３
号）

可決

議案
第57号

平成２９年度七尾市後期高齢者医療保険特別会計補正予算
（第３号）

可決

議案
第58号

平成２９年度七尾市介護保険特別会計補正予算（第４号） 可決

議案
第59号

平成２９年度七尾市簡易水道事業特別会計補正予算（第２
号）

可決

議案
第60号

平成２９年度七尾市下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決

議案
第61号

平成２９年度七尾市公設地方卸売市場事業特別会計補正予算
（第２号）

可決

議案
第62号

平成２９年度七尾市水道事業会計補正予算（第３号） 可決

議案
第63号

平成２９年度七尾市病院事業会計補正予算（第４号） 可決

報告
第1号

平成２９年度七尾市一般会計補正予算（第９号）の専決処分の
報告について

承認

※賛成多数の議案中、反対議員は次の通り　⇒　議案第１、5、２６号（礒貝和典議員）

平成30年第1回定例会採決結果一覧表

今議会において、審議された請願は下記の通りです。

請願番号 議　　　案　　　名 採決結果

平成２９年
請願第５号

子どもの医療費を18歳（高校卒業）まで窓口無料にすること
を求める請願

不採択

※平成２９年請願第５号は、礒貝議員が賛成で、他の議員は反対

今議会において、提案された議会議案の結果は下記の通りです。

議案番号 議　　　案　　　名 採決結果

議会議案
第1号

洪水回避等を目的とした流量確保のための中小河川の河道
掘削の予算の確保を求める意見書

可決

議会議案
第2号

バリアフリー法の改正及びその円滑な施行を求める意見書 可決

議会議案
第3号

所有者不明の土地利用を求める意見書 可決

※なお、可決された意見書は関係機関へ提出しました。
※賛成多数の議案中、反対議員は次の通り　⇒　議会議案第３号（礒貝和典議員）

■■＝全会一致　　■■＝賛成多数　　■■＝賛成少数

※荒川議長は、採決には加わりません
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皆さんも市議会を傍聴しませんか

　毎年、市内各所において市民と議会との懇談会を開催しており、毎回多くの方々にご参加いただきありがとう

ございます。今年度においても、市民と議会との懇談会を開催するにあたり、例年とは趣向を変えてやってみよ

うということで、新しい試みとして「出前講座形式」で開催しようということになりました。議会と意見交換な

どしたい団体は、日時や場所、どのような内容で意見交換を行いたいのか、どのようなことについて聞きたいの

か、など事前にお申し込みください。

　団体名、代表者氏名、連絡先、開催日時、開催場所、開催目的（何について聞きたいのかなど）を指定の申込用紙に

ご記入のうえ、議会事務局まで提出してください。申し込みの際、どのような活動をしている団体なのか、どのような

目的の団体なのかも併せてお知らせください。申し込みの後、どのような流れで進めていくのかなど事前協議を行いな

がら、当日は有意義な会にしたいと思います。開催日まで約 3～４週間前までに申し込みください。なお、市議会定

例会が行われる3月、6月、9月、１２月は対応不可となりますので、ご了承ください。

　傍聴を希望される場合は、当日、議場入口の受付で、

傍聴申込書に住所、氏名を記入してから入場してくだ

さい。また、団体で傍聴される場合は、団体の名称、人員、

代表者または責任者の住所、氏名を記入してください。

　1月18日（木）に市議会議

員に1名の欠員が生じたこと

を受け、1月26日（金）に行

われた市議会議員選挙繰上

補充選挙会で、次点候補が2

人いたため（昨年10月に行

われた市議会議員選挙で2

人が同じ票数）、くじ引きに

よって当選者を決め、久保吉

彦議員が当選しました。

※傍聴席では、次の事項を守り静かに傍聴してください。

・議場における言論に対し、拍手その他の方法により公然と

可否を表明しないでください。

・談論、放歌、高笑、その他騒ぎ立てないでください。

・はち巻、腕章などの示威的行為はしないでください。

・帽子やコートの類は、議場では脱いでください。

・飲食や喫煙はしないでください。

・みだりに席を離れ、または不体裁な行為をしないでください。

・携帯電話の使用は禁止し、電源を切るか、マナーモードに

してください。

・その他議場の秩序を乱し、又は議場の妨害となるような行

為をしないでください。

≪申し込み≫

繰上補充選挙会で新たに当選！

組織が一部変更になります！

久保吉彦 議員（61歳）

期別＝５期　会派＝灘会

　議会の組織が一部変更となりました。変更内容

は以下のとおりです。
　　　　　≪変更になった委員・役職≫

・議会運営委員会　　　　　委　　員　　桂　撤男

・総務企画常任委員会　　　委 員 長　　中西庸介

・総務企画常任委員会　　　委　　員　　久保吉彦

・教育民生常任委員会　　　副委員長　　山添和良

・議会改革特別委員会　　　副委員長　　佐藤喜典

・観光振興対策特別委員会　委　　員　　山崎智之

・議会だより編集委員会　　副委員長　　森　憲一

市民と議会との懇談会（議会報告会）について
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七尾市議会事務局

TEL.0767-53-8433

http://www.city.nanao.lg.jp

●  ●  ●  お 知 ら せ ●  ●  ●

　議会だよりへの、市民の皆さんの率直なご意見・

ご感想をお寄せください。なお、議会の会議録につ

いては、七尾市役所情報公開コーナー、中央図書

館、本府中図書館、田鶴浜図書館、中島図書館、能

登島地区コミュニティセンターに備えてあるほか、

市のホームページでも閲覧できるようになっていま

すので、ご覧ください。

議　会　の　動　き

2月 5日 全国高速自動車道市議会協議会定期総会（東京都）

13日 議会運営委員会
総務企画常任委員会
産業建設常任委員会
石川県市議会議長会定期総会（輪島市）

14日 広域行政懇話会

15日 全国市議会議長会評議員会（東京都）

16日 のと鉄道運営助成基金事務組合議会定例会

20日 全員協議会（内示会）

2月 21日 石川県後期高齢者医療広域連合議会定例会

23日 議会運営委員会
石川北部RDF広域処理組合議会定例会

27日 平成30年第1回定例会（～3月23日）

4月 10日 産業建設常任委員会

18日 議会運営委員会

20日 教育民生常任員会

26日 第93回北信越市議会議長会定期総会（富山県）

「七尾市議会だより」
Catalog Poket


